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地球環境問題が最近大きく取り上げられてい

る。地球規模で温室効果ガスの削減について取

り組む必要があるのではないか。本年７月には，

北海道洞爺湖サミットの開催も予定され，環境

問題への取組みを世界に発信する良い機会とな

る。我が国は，これまでも徹底的に省エネの開

発や導入を進め，世界最高のエネルギー効率を

実現している。こうした環境関連技術を活用し

て「低炭素社会」への転換が必要であるととも

に，森林再生による炭素吸収力を活用した温室

効果ガスの削減も大事ではないかと考える。

現在，我が国の森林は荒廃が進んでいる。こ

の要因としては，安価な外国材の輸入の増加に

よる木材価格の低下，その一方で，造林費や人

件費等の経費の増大から，林業経営は悪化し続

け，森林の間伐などの管理が行われない森林が

増加するとともに，木材自給率も大きく低下し

ている。世界的にも環境破壊問題への意識の高

まりから，自国の木材を伐採し，輸出すること

への抵抗が強くなることが予想され，国際的な

木材需要の増加や海外での輸出規制が更に進め

ば，外国からの輸入木材の価格が上昇するとと

もに調達困難な状況となる。木材価格の上昇に

伴い，日本の林業も価格競争力が持てることに

なり林業経営にも明るい兆しが見えてくるし，

林業の立て直しによる，木材の自給体制の確立

を早急に図る必要がある。また，間伐等に伴う

隣地残材，製材工場の残材，建築廃材などの森

林資源を利用した，環境にやさしい木質バイオ

マス関連産業の構築も必要となる。まず，林業

の生産性を向上させるためには，森林内の林道，

作業道の整備を急ぎ，機械化による効率的な作

業システムの構築が必要である。これに伴う，

関連業界への波及効果も期待できるとともに，

林業関連産業は川上から川下まで幅広い産業が

係わっており，国内材の利用拡大を軸とした林

業・木材産業の再生により，木材加工技術の向

上等が進み生産量が高まれば，雇用の創出をは

じめ地域経済の活性化にもつながることになる。

健全な森林の再生に向けての取組みは，国，

地方自治体をはじめ企業と手を組んだ森林の整

備，再生に取り組む事例も全国規模で広がりを

見せているが，森林が有する地球環境保全，物

質生産機能，水源涵養機能等の多面的機能の向

上にも配慮した，森林の再生と林業の復活に今

こそ力を注ぐべきではないだろうか。

森林再生と林業の復活

四国経済連合会副会長（㈱四国銀行代表取締役頭取） 青木 章泰

２月は例年になく雪便りをよく耳にしました。それでも立

春を過ぎると日中の日差しも少しずつ柔らかくなってきたよ

うに感じられます。

高松市内の栗林公園では，梅の花がほぼ満開で，広がる花

の香りが一足早く春の訪れを知らせてくれているようです。

今月号では，昨年１２月に開催されました社会構造問題特別

委員会の講演内容をとりまとめております。昨今，仕事と個

人の生活の調和の取れた働き方が模索されておりますが，少

子化対策としても期待されるワークライフバランスについて，

その考え方や企業に与える影響等についてご講演を承ってい

ます。

是非ご一読下さい。

来たる，３月１２日（水）には高知市で，経団連との「四国地

域経済懇談会」を開催致します。御手洗会長はじめ役員の方々

をお迎えし，経済活性化について活発な意見交換を行う予定

です。

多数の皆様のご出席をお待ち申し上げております。

まだまだ寒い日々が続く中，時折訪れる早春の日差しに油

断してお風邪など召さないよう，どうぞご自愛下さい。

（きむら）
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